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概要– 本報告では，新型コロナウイルスの感染プロセスをエージェントベースモデルに実装し，複数の感染予防
策の有効性について比較検討を行う．モデルでは，1120人の仮想的な住民エージェントが通勤通学および店舗訪
問を行い，新型コロナウイルスの感染リスクに晒されている状態を模擬した．実験の結果からは，個々の感染予
防策（時差通勤，テレワーク，学級閉鎖，接触率低減，発熱後自宅待機）を単独あるいは部分的に複合して実施し
ても，大きな効果は得ることができないことが判明した．一方で，網羅的な対策を実施した場合は， 死亡者数が
中央値において最大で 25.0%，感染速度が中央値において最大で 58.4%，1日当たりの最大の重篤者入院数が最
大で 61.3%減少することが確認された．
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1 はじめに
2019年 12月頃に中国湖北省武漢で発生した新型コ

ロナウイルス（COVID-19）は，2020年 1月に広東省
で感染が確認され，2月には 31の省で感染が確認され
ている 1)．このような状況において，厚生労働省や各
自治体，研究機関，メディアから，さまざまな感染予防
策が提示されている．例えば，石鹸やアルコール消毒
液になどによる手洗い，咳エチケット（マスク，ティッ
シュなどで口や鼻を覆う），公共交通機関や人混みの
多い場所を避ける，などが推奨されている 2)．しかし，
テレワークや学級閉鎖など，さまざまな感染予防策に
対して，データが限られる中で，新型コロナウイルス
への効果を網羅的に推定することは困難である．この
課題に対し，本論文において，エージェントベースモ
デリング手法を用いた感染症モデルによって，それら
の効果の比較推定を実施した結果を報告する．

2 新型コロナウイルス (COVID-19)モデル
モデルには，隣接する２つの町があり，それぞれの住

民が通勤や通学，商業施設利用などを定期的に行うこ
とを想定している，一つの町には子供のいる四人家族
と，大人だけの二人家族が住んでいる．子供のいる四
人家族は 100世帯あり，2人の親と 2人の子供によって
構成される．大人だけの二人家族は 80世帯ある．合計
で 560人の住民が住んでいることになる．そして，同
じ構成の町がもう一つあり，全体で 1120人のモデルと
なっている．シミュレーション結果をグラフにまとめ
た 1では，中央値でそれぞれの対策の効果を確認でき
る．これらから，有効な効果が期待できるのは複合対
策を取った場合であり，単独の対策や，部分的な対策
の組み合わせの場合は，有効な予防策にならないこと
が分かる．

3 まとめ
本報告では，新型コロナウイルスの感染プロセスを

エージェントベースモデルに実装し，複数の感染予防
策の有効性について比較検討を行った．実験の結果か
らは，個々の感染予防策（時差通勤，テレワーク，学
級閉鎖，接触率低減，発熱後自宅待機）を単独あるい
は部分的に複合して実施しても，大きな効果は得るこ
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Fig. 1: 死亡者・最大重篤入院者数/日・相対感染速度
（中央値）

とができないことが判明した．一方で，網羅的な対策
を実施した場合は，死亡者数が中央値において最大で
25.0%，感染速度が中央値において最大で 58.4%，1日
当たりの最大の重篤者入院数が最大で 61.3%減少する
ことが確認された．新型コロナウイルスの感染は，動
的な住民ネットワーク上での接触に伴う相互作用過程
であり，その結果は特定の分布にはならないが，さま
ざまな予防策を複合的に講じることで，感染拡大の最
大リスクを減少させる可能性が推定された．これらか
ら，最大重篤入院者数を減少させることは，医療崩壊
を回避し，死亡者数を減少させることにつながると考
えられる．
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